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高橋 進 (名大 ･理 )
脳のはたらさを理解するうえで,その情報伝達
の槻梢解析は必須のことである｡最近,情報伝達
に関する種々の蛋白質がリン酸化一脱リン酸化に
より調節されていることが明らかにされて来てい
る｡この際リン酸化に関与する酵素は,プロテイ
ンキナーゼであるが,本酵素に焦点をあてた｡多
くの動物において脳内には特にCa2+-依存性プ
ロテインキナーゼ活性が高いことが知らせれてい
ろ｡我々は昨年度,サル大脳にA-キナーゼ,C
-キナーゼおよびその生体内基質を同定した｡リ
ン酸化をうけるアミノ酸はいずれもセリン残基で
あった｡
本年度もひきつづき,これらプロテインキナー
ゼおよび生休内基質の精製を試みた｡
サル大脳の可溶性分画より,酸処理,DEAE
セルローズ,セ77ローズ6B,等電点電気泳動な
どにより酵素を精製した｡この精製された酵素頗
品の性質を他動物より得られたものとの比較検討
を行った｡その結果,主要な性質についてはほほ
拭似していた｡
一方,分子量80Kの生体内基質蛋白の精製を試
みた｡遠心分画による結果では,額粒分画.上清
分画ともに存在し,おそらく膜結合性のものと推
定されるが完全には同定できていない｡キナーゼ
の役割を明らかにするためにこの基質の精製を現
荏,継続中である｡
また,脳内には他のCa2十一依存性プロテイン
キナーゼ(Ca-カルモジュリン 依ー存性 )も同定
でき現在精製をすすめている｡
霊長類神経組織における神経ペプチドの生成 ･
分解系の解析
高橋健治,丹治雅夫,津幡卓-(東大･理)
霊長類の神経組織中における神桂ペプチドの生
成,分解の機構を究明する研究の一環として,ニ
ホンザル脳および脊髄より,カルシウムイオン依
存性中性プロテアーゼ(CANP)を分別,精製
し,その性状,とくに神経ペプチドに対すろ作用
特異性を比較検索した｡精製過程では,フェニル
セフ7ロースを用いるアフィニティー クロマトグ
ラフィーを導入し,その有用性が示された｡精製
静素は,いずれも分子量的約10万で,約7万と3
万のサブユニットから構成され,いずれも活性発
現にミリモルオーダーのカルシウムイオンを必要
とした｡種々の神経ペプチドに対する作用を調べ
たところダイノルフィン(1-13),ニューロテ
ンシン,a-おJ:ぴp-ネオエンドルフィン等に
よく作用し,とくにアルギニルアルギニン結合,
アルギこルリシン結合など塩基性アミノ酸が隣接
している結合や,チロシンのカルボキシル基側の
結合をかなり特異的に切断することが判明した｡
一万,メチオニンエンケファリン,ロイシンエン
ケファリンにはほとんど作用しなかった｡また,
脂,脊髄酵素間では顕著な差異はみられなかった｡
今後,神経組織内在性のタンパク質やペプチドあ
るいはそれらの前駆体への作用特異性,また神経
組織内における局在性の究明が重要となろう｡と
くに,局在性の検索にはサル脳が有用と考えられ
る｡
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